
藤原敬 fujiwara@t.nifty.jp
（一社）ウッドマイルズフォーラム

(一社）持続可能な森林フォーラム
http://jsftf.net/

バイオマス産業社会ネットワーク第180回研究会 2019.1.29



2



� パリ協定の目標に向けた土地利用を通じた緩和に
とって土地利用による排出が重要な影響を与える

https://www.nature.cot/articles/s41467-018-05340-z

（以下LUEPC）
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� 背景
◦ パリ条約の目標達成シナリオと大量のマイナス排出NE（Negative 

Etission吸収固定）
◦ 大量のNEとBECCSバイオマスエネルギーを利用した炭素固定

� ネイチャー論文LUEPCの内容
◦ 食料とエネルギーのための1.5度シナリオ
◦ 土地利用にかかる気候変動緩和政策の地球のシステムへの影響
◦ 気候変動緩和政策における森林とBECCSの比較

� 結論の示唆するもの
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� 2015年COP21で合意したパリ
協定
◦ 途上国の参画
◦ 新たな目標

� 気候変動のリスクを大幅に減
少させるため、気温上昇を工業
化以前より2℃を十分下回る水
準（以下2℃目標）で抑制するこ
と。出来れば1.5℃以下を目指
すべきこと（第2 条1(a)）

� 加盟国は2℃目標達成に向け
て「自国が決定する貢献策」
（INDC Intended Nationally 
Detertined Contribution）
を提出すること（第3 条）

UNEP  “The Etissions Gap Report 2017, A UN 
Environtent Synthesis Report”, Novetber 2017 5



現行政策

条件なしの
プレッジ

条件付きの
プレッジ

2030年までに
現在のプレッジ
が約束どおり達
成されたとしても、
2度に押さえるた
めには世界中の
排出量を
11GtCO2（2割）
減った状態にし
ればならない
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� IPCC第5 次報

告のデータベー
スから2℃目標
を65%の確率

で満たすシナリ
オを集計した結
果

CO2以外の排出量

化石資源と工業

土地利用

CO2の固定（ほとんどがBECCS）

Net排出量

2030 年及びそれ以降の国際枠組みの検討
地球環境産業技術研究機構 山口光恒 7



環境省：IPCC 第5次評価報告書の概要第3作業部会（気候変動緩和）
http://www.env.go.jp/earth/ipcc/5th/pdf/ar5_wg3_overview_presentation.pdf

エネルギー供給過程の温室効果ガス対策 BECCS
Bioenergy with Carbon capture and Storage

バイオエネルギーによる 炭素捕獲及び固定

パリ協定の目標達成のために(大規模の固定とは）
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� Introduction
� Results

1. Land for food and bioenergy in the IMAGE scenario for 
1.5 °C

2. Earth systet itpacts of land-based titigation
3. Cotparison of forests and BECCS for clitate 

titigation

� Discussion
� Methods/ Additional infortation/ References/ 

Author infortation
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� We find that the situlated total land carbon storage is reduced 
with the land-use frot the scenario designed for 1.5 °C clitate 
change cotpared to the scenario designed for 2 °C

� 2℃用に設計されたシナリオと比較して、1.5℃の気候変動用に設計されたシ
ナリオでは、包括的な土地の炭素固定量が減少している。

� ・・・・・
� our results indicate that it is critically itportant to account for 

carbon-cycle itpacts of replacing ecosystets with bioenergy 
crops.

� 我々の結果は、生態系をバイオエネルギー作物に置き換えることによる炭素
循環の影響を明らかにすることが極めて重要であることを示している。

（2ページパラ５）
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IMAGE SSP2 scenarios IM1.9 and IM2.6
PBL Netherlands Environtental Assesstent Agency

積極的土地利用
転換型IM1.9

保守的土地利用
転換型IM2.6

LUEPC p.3 Fig.1
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LUEPC p.3 Fig.1

Result1:Land for food and bioenergy in the IMAGE scenario for 1.5 °C
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LUEPC p.3 Fig.1
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植生の炭素
2度目標から1.5度
目標にすると減る

土壌炭素

すべてのシナリオで時
間とともに増える（CO2
の施肥効果？）

BECCSによる固

定量エネルギー
作目の増え方に
応じて増える

総土地固定量は積
極的土地利用転換
の1.5度目標で一
番低くなる

LUEPC p.4 Fig.2

1.5度 2.0度

積極転換

保守転換
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LUEPC p.7 Fig.6

1.5度に抑えられたシナリオで、二つの土地利用変化に基づいて2100年と
2000年の森林関係のバイオマス（植生＋土壌+木材蓄積）変化
熱帯では減少し、北方地域の保全されたところでは増加傾向の地域が多い
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LUEPC p.7 Fig.6

バイオマス作物に替えたてBECCSをすることとした場合の排除したCO”
が何年で回復できるか
食料作物をバイオマスエネルギ作物に替えるのは問題ないが、森林を転換
すると元を取るのに時間が掛かり要注意
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LUEPC p.7 Fig.6

• 積極的に土地利用転換（IM1.9)で森

林をエネルギー作物に転換したが、も
う一つのシナリオ（IM2.6)では森林の
まま残ったグリッドを比較

• 転換した地域のうち、27%がバイオマ

スエネルギー作物への転換が成功
(21世紀中にBECCSで固定した炭素が
元の炭素を上回る）
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� 地球温暖化緩和のためのバイオマスエネルギー利用
推進には、生産地の土地の炭素固定量の正確な評
価との比較が大切

� バイオマスは常にカーボンニュートラルか？

◦ 生産地の条件（森林が転用されてエネルギー作目農地に
なった場合の土地の固定量の変化の条件など）

◦ マイナスを埋め合わせるまでの回復期間の長さ

� とりあえず輸入バイオマスの要件を検討すべき
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� 山形与志樹（国立環境研究所）大気中CO2を減らす
ことは可能か？バイオマスCCSとその利用限界
（2014)
◦ http://www.nies.go.jp/ica-

rus/sytposiut2014/PDF/yatagata_20141201.pdf

� 高橋伸英（信州大学）：CECCS(バイオマスエネルギー
＋CO2回収貯留）の可能性(2016)
◦ https://www.ffpri.affrc.go.jp/news/2016/2016041

8kokusaishinrinday/docutents/takahashi.pdf
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